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地域包括支援センターは鎌倉市から委託された公的な相談機関です。秘密厳守のうえ、相談・支援にあたります。

高齢者・地域
よろず相談所

鎌倉市では、認知症への取組みの一つとして、認知症サポートガイド

を作成しています。認知症について、不安や悩みを抱えている人や

その家族の皆さまが、相談や受診につながるための「相談窓口」や

「医療機関」、「介護サービス」などの情報をまとめたものです。

鎌倉市役所市民健康課、地域包括支援センター等でもリーフレットを

ご用意しています。右記ＱＲコードからもダウンロードできます。

認
知
症
は
、
誰
で
も
な
る
可
能
性
の

あ
る
身
近
な
脳
の
病
気
で
す
。
認
知
症

の
人
が
自
分
ら
し
く
生
き
て
い
く
こ
と

が
で
き
る
社
会
を
作
る
た
め
に
は
、
周

囲
の
理
解
と
温
か
い
支
援
が
大
切
に
な

っ
て
き
ま
す
。

毎
年
九
月
は
「
世
界
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー

月
間
」
と
さ
れ
、
世
界
中
で
認
知
症
の

啓
発
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本
で

は
、
共
生
社
会
の
実
現
の
推
進
を
目
的

と
し
て
今
年
一
月
、
「
認
知
症
基
本
法
」

が
施
行
さ
れ
、
九
月
は
「
認
知
症
月
間
」
、

九
月
二
一
日
は
「
認
知
症
の
日
」と
定
め

ら
れ
ま
し
た

地
域
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
の
ご
協
力

の
も
と
、
入
居
者
さ
ん
の
作
品(

富
士
山

の
ち
ぎ
り
絵
等)

も
展
示
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

館
長
さ
ん
の
お
話
で
は
、
子
ど
も
か

ら
ご
高
齢
の
方
ま
で
、
多
く
の
方
が
足

を
止
め
て
展
示
を
見
て
く
だ
さ
っ
て
い

た
そ
う
で
す
。

認
知
症
に
限
っ
た
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
寄
り
添
い
あ
え
る
地
域
社
会
を
、

地
域
の
皆
さ
ま
と
、
共
に
築
い
て
参
り

た
い
と
思
い
ま
す
。

「 見 て 触 れ て 思 い を 馳 せ て 、 認 知 症 」

受付カウンター付近で展示しました

【公開講座】

認知症にやさしい地域社会をめざして

9月19日生涯学習センターにてステップアップ講座が開催され、オレンジ大使 伊藤啓

子さんや、認知症ケアに長年従事されている、材木座あじさいの家 中山美枝子さんの

お話を伺いました。認知症当事者である伊藤さんは、認知症になってもできることはあ

ると、様々な活動にチャレンジを続けられており、認知症と構えずに接してほしい、と仰

っていました。中山さんは、自分が認知症になったらどうしてほしい？と投げかけられ、

自分のことを理解し、優しく接してもらう等、誰もが望むようなことを認知症の方も求め

ている、と話されていました。「とかげのアンソニー」の朗読で、会場は優しい空気に包

まれていました。

鎌倉市 令和6年度特別講座（ステップアップ講座）

鎌倉版 認知症サポートガイドのご紹介

『
認
知
症
』 

理
解
を
深
め
、
思
い
に
寄
り
添
う

認知症サポートガイド

。

そ
の
活
動
の
一
つ
と
し
て
、
先

月
、
深
沢
図
書
館
、
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
み
ど
り
の
園
鎌

倉
と
協
働
し
、
図
書
館
の
一
角

で
認
知
症
に
関
す
る
展
示
を
行

い
ま
し
た
。

深
沢
図
書
館
の
展
示
は
今
年

2
回
目
で
、
館
長
さ
ん
選
り
す

ぐ
り
の
認
知
症
の
書
籍
や
、
認

知
症
の
説
明
、
相
談
機
関
・オ
レ

ン
ジ
カ
フ
ェ
の
情
報
等
を
展
示

し
ま
し
た
。

包括職員も

参加しました

世界アルツハイマー月間
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